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(57)【要約】
【課題】運動中のユーザの体調を適切に評価する運動支
援装置を提供する。
【解決手段】本発明に係る運動支援装置は、ユーザの運
動量を表す運動データの推移と、ユーザの生理状態を表
す生体データの推移とを組み合わせることにより、ユー
ザの身体状態を評価し、その評価結果に基づいてユーザ
に指示内容を提示する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザの運動量を表す運動データと、該ユーザの生理状態を表す生体データとの組み合
わせから、該ユーザの身体状態を評価する評価手段と、該評価手段によって得られた評価
結果を用いて該ユーザに提示する指示内容を決定する決定手段とを備えている運動支援装
置であって、
　前記評価手段は、前記運動データの推移と、前記生体データの推移との組み合わせから
、該ユーザの身体状態を評価することを特徴とする運動支援装置。
【請求項２】
　前記評価手段は、前記運動データの推移パターンと前記生体データの推移パターンとの
各組み合わせに対して身体状態の評価が関連付けられているテーブルを参照することによ
って、前記ユーザの身体状態を評価することを特徴とする請求項１に記載の運動支援装置
。
【請求項３】
　前記決定手段は、前記生体データと予め設定された目標値とを比較した比較結果と、前
記評価手段による評価結果とに基づいて、前記指示内容を決定することを特徴とする請求
項１または２に記載の運動支援装置。
【請求項４】
　前記ユーザの年齢、および前記ユーザの運動実施期間の少なくとも何れか１つに基づい
て、前記目標値を設定する設定手段をさらに備えていることを特徴とする請求項３に記載
の運動支援装置。
【請求項５】
　前記生体データは、前記ユーザの脈拍数、血圧、および体温の少なくとも何れか１つを
表すデータであることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の運動支援装置
。
【請求項６】
　前記決定手段によって決定された前記指示内容を、画面表示、音声、およびバイブレー
タの少なくとも何れか一つによってユーザに提示する提示手段をさらに備えていることを
特徴とする請求項１から５に記載の運動支援装置。
【請求項７】
　ユーザの運動量を表す運動データと、該ユーザの生理状態を表す生体データとの組み合
わせから、運動支援装置が該ユーザの身体状態を評価する評価工程と、
　前記評価工程によって得られた評価結果を用いて、前記運動支援装置が前記ユーザに提
示する指示内容を決定する決定工程とを含む、運動支援方法であって、
　前記評価工程は、ユーザの運動量を表す運動データの推移と、該ユーザの生理状態を表
す生体データの推移との組み合わせから、該ユーザの身体状態を評価することを特徴とす
る運動支援方法。
【請求項８】
　センシング装置と運動支援装置とを含む運動支援システムであって、
　前記センシング装置は、
　　ユーザの加速度を検出し、該加速度を表す加速度データを出力する加速度センサと、
　　前記ユーザの生理状態を検出し、該生理状態を表す生体データを出力する生体センサ
と、
　　前記加速度データ、または、前記加速度データに基づいて算出された前記ユーザの運
動量を表す運動データと、前記生体データとを、前記運動支援装置に送信する送信手段と
、を備えており、
　前記運動支援装置は、
　　前記加速度データまたは前記運動データと、前記生体データとを前記センシング装置
から受信する受信手段と、
　　前記運動データの推移と前記生体データの推移との組み合わせから、前記ユーザの身
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体状態を評価する評価手段と、
　　前記評価手段によって得られた評価結果を用いて該ユーザに提示する指示内容を決定
する決定手段と、を備えていることを特徴とする運動支援システム。
【請求項９】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の運動支援装置を動作させる運動支援制御プログ
ラムであって、コンピュータを前記各手段として機能させるための運動支援制御プログラ
ム。
【請求項１０】
　請求項９に記載の制御プログラムを記録しているコンピュータ読み取り可能な記録媒体
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、運動中のユーザの身体状態を評価する運動支援装置、運動支援方法、運動支
援制御プログラムに関する。また、このような運動支援装置を含む運動支援システムに関
する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、肥満防止および健康増進のために、ウォーキングやジョギングなどのロードワー
クを実施する人が増えている。これらの運動は、手軽におこなうことができ、また有酸素
運動であるため体に無理な負担がかからない。そのため、これらの運動は老若男女を問わ
ず幅広い人気がある。
【０００３】
　しかし運動する人の体力や運動能力によっては、これらの運動でも過度の負担となり、
かえって身体を害することがある。例えば、書籍、テレビジョン番組およびＤＶＤなどの
メディアを参照しておこなう場合には、実施する個人の体力や運動能力によっては過度の
運動となってしまう。また、十分な知識を有していないために無理な運動を実施してしま
い、その結果、心筋梗塞、狭心症、および熱中症などの生体急変による重大な事故を引き
起こすことがある。
【０００４】
　このような問題を解決するために、ユーザの身体の状態を評価して運動をサポートする
システムが開発されている。
【０００５】
　例えば、特許文献１には、ユーザの身体に装着されて加速度および角速度の少なくとも
一方を検出する運動センサと、身体に装着されて脈波を検出する脈波センサと、運動セン
サおよび脈波センサの出力データを用いて身体状態を表す情報を演算して監視する手段と
を備えている身体状態の監視装置が開示されている。この装置によれば、例えば、運動量
が予め定められた範囲内にあって脈拍が過多または過少であるときに、警報信号が出力さ
れる。
【０００６】
　また、特許文献２には、ウォーキング者が携帯する携帯端末と健康管理センターの健康
管理端末とがネットワークで接続されたウォーキングサポートシステムが開示されている
。ウォーキング者は、ウォーキングの前後に携帯端末から人体情報を健康管理端末に送信
することにより健康管理センターから適切なアドバイスを受けることができる。また、ウ
ォーキング中に異常事態が発生した場合には、携帯端末の異常ボタンを押すことにより、
然るべき機関に自動で通報される。
【０００７】
　また、特許文献３には、ユーザのバイタル情報を検出する装着型のセンサユニットと、
ユーザ端末と、このユーザ端末に対し通信ネットワークを介して接続可能なセンタ装置と
を備えている運動支援システムが開示されている。このシステムによれば、ユーザの運動
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目的および個人データをもとに、このユーザに適した運動コンテンツが提示される。また
、運動中のバイタル情報をもとに、このユーザの運動データを算出し、算出された運動デ
ータが目標値の範囲内に入っていない場合には、他の運動コンテンツに変更される。
【特許文献１】特開２００３－２４２８７号公報（平成１５年１月２８日公開）
【特許文献２】特開２００３－６３４０号公報（平成１５年１月１０日公開）
【特許文献３】特開２００６－２５５０２８号公報（平成１８年９月２８日公開）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　ユーザの生体急変による事故を未然に防ぐには、生体データおよび運動データを適切に
処理し、ユーザの状況を踏まえた異常判定をおこなう必要がある。すなわちユーザが実施
している運動の身体への負荷が適当であるか否かを監視し、状況に応じてユーザに適切な
指示をおこなう必要がある。
【０００９】
　しかしながら、上述した従来の技術においては、ユーザの身体状態を判断する際の信頼
性に課題がある。この課題に関して、さらに具体的に説明すれば以下の通りである。
【００１０】
　たとえば、特許文献１に記載されている監視装置は、測定した脈拍が設定された範囲内
にあるか否かを判断するものであり、測定の瞬間値のみで正常か否かを判断している。そ
のため脈拍の変化の時間推移を考慮していない点で信頼性に課題が残る。また生体データ
としては、脈波を検出するに留まっている。通常、血圧を検出せずに心筋梗塞および狭心
症を未然に防ぐことは困難であり、同様に、体温を検出せずに熱中症を未然に防ぐことは
困難である。脈波を検出するのみでは不十分である。
【００１１】
　また、特許文献２に記載されているサポートシステムでは、人体情報を検出して健康管
理端末に送信するのはウォーキングの前後のみであり、ウォーキング中には人体情報を検
出していない。そのため、ウォーキング前の人体情報に基づきウォーキングを許諾しても
、ウォーキング中の急激な体調変化には対応できない。また、異常通報に関しては、ユー
ザ自身が携帯端末の異常ボタンを押す必要がある。そのため、ユーザが異常を自覚してい
ない場合には、危険を回避することができない。
【００１２】
　また、特許文献３に記載されている運動支援システムも、算出された運動データが目標
値の範囲内に入っているか否かを判断しているのみで、運動データの時間推移を考慮して
いない。また、センサユニットから得たバイタル情報を基にして異常事態を判定したり、
運動停止などの処置をしたりすることに関しては考慮されていない。
【００１３】
　そこで、本発明は上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、運動中のユ
ーザの身体状態が急激に変化した場合にも対応できる運動支援装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　本発明に係る運動支援装置は、上述した課題を解決するために、ユーザの運動量を表す
運動データと、該ユーザの生理状態を表す生体データとの組み合わせから、該ユーザの身
体状態を評価する評価手段と、該評価手段によって得られた評価結果を用いて該ユーザに
提示する指示内容を決定する決定手段とを備えている運動支援装置であって、前記評価手
段は、前記運動データの推移と、前記生体データの推移との組み合わせから、該ユーザの
身体状態を評価することを特徴とする。
【００１５】
　なお、生体データおよび運動データは、数値、または数値の集合を意図している。
【００１６】
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　前記構成によれば、本発明の運動支援装置は、ユーザの運動量を表す運動データと、ユ
ーザの生理状態を表す生体データとの組み合わせから、ユーザの身体状態を評価すること
ができる。その際に、運動データがどのように推移しているか、および生体データがどの
ように推移しているかの両者を組み合わせて、ユーザの身体状態を評価する。すなわち、
データの瞬間値を用いて身体状態を評価するのではなく、ある一定の時間に運動データが
どの程度変化しており、その際に生体データがどの程度変化しているかをもって、身体状
態を評価することができる。このため、データの瞬間値そのものは予め設定した許容範囲
であるが直前に検出したデータから急激に変化している場合にも対応できる。したがって
、ユーザの急激な体調変化も検出できる。本発明の運動支援装置は、このような急激な体
調変化に対応した指示内容をユーザに提示するために、指示内容を決定する。ユーザは提
示された指示内容により、ユーザ自身の身体に急激な体調変化が起こっていることを自覚
でき、また、指示内容に従って適切な行動をとることができる。そのため、生体急変によ
るユーザの重大な事故を未然に防ぐことができるという効果を奏する。
【００１７】
　さらに本発明の運動支援装置においては、前記評価手段は、前記運動データの推移パタ
ーンと前記生体データの推移パターンとの各組み合わせに対して身体状態の評価が関連付
けられているテーブルを参照することによって、前記ユーザの身体状態を評価することが
好ましい。
【００１８】
　前記構成によれば、運動データの推移パターンと生体データの推移パターンとの組み合
わせによる分析（マトリックス分析）をおこなって、身体状態を評価する。そのため、単
純な閾値による評価と比較して、多面的な評価が可能となる。
【００１９】
　さらに本発明の運動支援装置においては、前記決定手段は、前記生体データと予め設定
された目標値とを比較した比較結果と、前記評価手段による評価結果とに基づいて、前記
指示内容を決定することが好ましい。
【００２０】
　前記構成によれば、生体データを、予め設定された目標値と比較し、その比較結果と、
評価手段により得られた評価結果とに基づいて、ユーザに指示する内容を決定することが
できる。生体データとその目標値とを比較することにより、ユーザの実施している運動が
適切な負荷をユーザに与えているか否かを判定することができる。したがって、ユーザの
身体状態と運動の負荷状況とに基づく適切な指示をユーザに提示することが可能となる。
それにより、生体急変による重大な事故を未然に防止するばかりでなく、適切な負荷の運
動をユーザは常に実施できる。
【００２１】
　さらに本発明の運動支援装置においては、前記ユーザの年齢、および前記ユーザの運動
実施期間の少なくとも何れか１つに基づいて、前記目標値を設定する設定手段をさらに備
えていることが好ましい。
【００２２】
　前記構成によれば、設定手段によって容易に生体データの適切な目標値を算出し設定す
ることができる。具体的には、ユーザの年齢を用いることにより、運動強度の算出が容易
となる。また、ユーザの運動実施期間を用いることにより、ユーザの運動能力および体力
に応じた目標値を設定することが可能となる。
【００２３】
　さらに本発明に係る運動支援装置において、前記生体データは、前記ユーザの脈拍数、
血圧、および体温の少なくとも何れか１つを表すデータであることが好ましい。
【００２４】
　前記構成によれば、脈拍数、血圧、および体温などの急激な変化を検出することが可能
となる。これらの生体データに急激な変化が生じている場合に、ユーザに適切な指示を送
ることにより、心筋梗塞、狭心症、および熱中症などの種々の生体急変を未然に防ぐこと
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が可能となる。
【００２５】
　さらに本発明に係る運動支援装置においては、前記決定手段によって決定された前記指
示内容を、画面表示、音声、およびバイブレータの少なくとも何れか一つによってユーザ
に提示する提示手段をさらに備えていることが好ましい。
【００２６】
　前記構成によれば、提示手段が画面表示である場合には、指示内容を正確に知ることが
でき、かつ大量の情報を取得できる。提示手段が音声またはバイブレーションである場合
には、指示内容が提示されていることをユーザが認識しやすくなる。
【００２７】
　さらに本発明に係る運動支援方法は、上記の課題を解決するために、ユーザの運動量を
表す運動データと、該ユーザの生理状態を表す生体データとの組み合わせから、運動支援
装置が該ユーザの身体状態を評価する評価工程と、前記評価工程によって得られた評価結
果を用いて、前記運動支援装置が前記ユーザに提示する指示内容を決定する決定工程とを
含む、運動支援方法であって、前記評価工程は、ユーザの運動量を表す運動データの推移
と、該ユーザの生理状態を表す生体データの推移との組み合わせから、該ユーザの身体状
態を評価することを特徴とする。
【００２８】
　前記構成によれば、本発明に係る運動支援装置と同様の効果を奏する。
【００２９】
　なお、前記運動支援装置を含む運動支援システムも本発明の範疇に含まれる。
【００３０】
　すなわち、本発明に係る運動支援システムは、センシング装置と運動支援装置とを含む
運動支援システムであって、前記センシング装置は、ユーザの加速度を検出し、該加速度
を表す加速度データを出力する加速度センサと、前記ユーザの生理状態を検出し、該生理
状態を表す生体データを出力する生体センサと、前記加速度データ、または、前記加速度
データに基づいて算出された前記ユーザの運動量を表す運動データと、前記生体データと
を、前記運動支援装置に送信する送信手段と、を備えており、前記運動支援装置は、前記
加速度データまたは前記運動データと、前記生体データとを前記センシング装置から受信
する受信手段と、前記運動データの推移と前記生体データの推移との組み合わせから、前
記ユーザの身体状態を評価する評価手段と、前記評価手段によって得られた評価結果を用
いて該ユーザに提示する指示内容を決定する決定手段と、を備えていることを特徴とする
。
【００３１】
　また、前記運動支援装置は、コンピュータによって実現してもよい。この場合、コンピ
ュータを前記各手段として動作させることにより前記運動支援装置をコンピュータにおい
て実現する運動支援制御プログラム、およびその運動支援制御プログラムを記録したコン
ピュータ読み取り可能な記録媒体も、本発明の範疇に入る。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明に係る運動支援装置は、以上のように、運動データの推移と、生体データの推移
とを組み合わせてユーザの身体状態を評価する評価手段を備えている。
【００３３】
　運動データの推移と、運動中における生体データの推移とによって身体状態を評価する
ため、身体状態の急激な変化にも適切に対応することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３４】
　〔実施形態１〕
　本発明に係る運動支援システムの実施形態について、図１から図８を参照して以下に説
明する。なお、本実施形態においては、ロードワークとしてジョギングをおこなう場合に
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ついて説明するがこれに限定されるものではない。
【００３５】
　（運動支援システムの構成）
　はじめに、本実施形態に係る運動支援システムについて、図２を参照して以下に説明す
る。
【００３６】
　図２は、本発明に係る運動支援システム１００の一実施形態を示す概略構成図である。
図２に示すように、運動支援システム１００は、センシング装置１０と、情報端末装置２
０（運動支援装置）とを含んで構成されている。両者は、有線または無線通信により少な
くともセンシング装置１０から情報端末装置２０に各種データを送信できるように構成さ
れている。通信方式としては、例えば、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、赤外線通信方
式および無線ＬＡＮなどの無線データ通信方式、ならびにケーブルなどを介しての有線接
続方式などが挙げられる。
【００３７】
　センシング装置１０は、ユーザの身体、特に、ユーザの指または腕など、脈拍数および
血圧などの生体データが検出可能な部位に装着される。情報端末装置２０はユーザによっ
て携行される。情報端末装置２０は、センシング装置１０からデータの提供を受けるため
の通信機能を有していればよく、例えば、携帯電話、ＰＨＳ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｈａｎ
ｄｙ－ｐｈｏｎｅ　ｓｙｓｔｅｍ）、ＰＤＡ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓ
ｓｉｓｔａｎｔ）、およびスマートフォンなどを用いることができる。センシング装置１
０において検出されたデータは情報端末装置２０に送信される。情報端末装置２０は送信
されたデータを受信して処理することにより、ロードワーク中のユーザの生体データおよ
び運動データをリアルタイムに把握する。
【００３８】
　（情報端末装置）
　情報端末装置２０の構成について、図１および図４を参照して以下に説明する。
【００３９】
　図４は、情報端末装置２０の構成を示すブロック図である。図４に示すように、情報端
末装置２０は、情報処理部２１、および情報処理部２１に接続されているバス２２、なら
びに、バス２２を介して情報処理部２１に接続されている、プログラムメモリ２３、デー
タメモリ２４、通信インターフェース（通信Ｉ／Ｆ）２５、センサ通信インターフェース
（センサ通信Ｉ／Ｆ）２６および入出力インターフェース（入出力Ｉ／Ｆ）２７を含んで
構成されている。
【００４０】
　通信Ｉ／Ｆ２５は、インターネット上のサーバ装置との間で通信をおこなうためのイン
ターフェースである。情報処理部２１は、通信Ｉ／Ｆ２５を介して、インターネット上の
サーバからユーザの位置情報、周辺の天気予報および交通情報を取得することができる。
【００４１】
　センサ通信Ｉ／Ｆ２６は、センシング装置１０との間でデータの送受信をおこなうため
のインターフェースである。情報処理部２１は、センサ通信Ｉ／Ｆ２６を介して、センシ
ング装置１０にデータを送信したり、センシング装置１０からデータを受信したりするこ
とができる。
【００４２】
　入出力Ｉ／Ｆ２７は、ユーザが情報を入力したり、ロードワークにおける指示内容をユ
ーザに伝えたりするためのインターフェースである。入出力Ｉ／Ｆ２７には、テンキーな
どの入力手段を有する入力部２８、ＬＣＤ（液晶ディスプレイ）などの表示手段を有する
表示部２９（提示手段）、ならびにユーザに信号を伝えるバイブレータ３０（提示手段）
およびスピーカ３１（提示手段）が接続されている。情報処理部２１は、入出力Ｉ／Ｆ２
７を介して、入力部２８において入力されたデータを取り込んだり、ユーザに対する指示
内容を表示部２９に表示させたり、指示内容をユーザに伝えるためにバイブレータ３０を
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振動させたり、指示内容を音声によりユーザに伝えるためにスピーカ３１から音声出力さ
せたりすることができる。
【００４３】
　データメモリ２４は、種々のデータを記憶するための記憶装置である。記憶装置として
は、例えば、ハードディスク、フラッシュメモリ、ＲＡＭなどを用いることができる。デ
ータメモリ２４は、個人情報記憶エリア２４ａ、ロードワークリアルタイムデータ記憶エ
リア２４ｂ、ロードワーク蓄積データ記憶エリア２４ｃ、および指示内容記憶エリア２４
ｄを含んでいる。
【００４４】
　個人情報記憶エリア２４ａには、ユーザの個人情報、最大脈拍数データ、およびロード
ワークの適正ペースのなどの情報（データ）が格納される。個人情報としては、ユーザの
生年月日、年齢、性別、身長、体重、運動期間（例えば、有酸素運動を定期的に実施して
からの年月）、住所、氏名、職業、家族構成、および嗜好などのデータが挙げられる。こ
れらの情報は、ユーザが入力部２８を介して入力する情報である。最大脈拍数は年齢から
算出することができる（例えば、最大脈拍数＝２２０－ユーザの年齢）。ロードワークの
適正ペースは後述する適正ペース算出部によって算出されるものである。
【００４５】
　ロードワークリアルタイムデータ記憶エリア２４ｂには、センシング装置１０から送信
された情報が順次格納される。センシング装置１０から送信される情報は、センシング装
置１０に含まれる生体センサによって検出される脈拍数、血圧および体温などの生体デー
タ、センシング装置１０に含まれる加速度センサによって検出された加速度から算出され
た歩数データ、ならびに、歩数から算出された移動距離、移動速度および消費カロリなど
の運動データである。ロードワークリアルタイムデータ記憶エリア２４ｂには、これらの
データを、各時点で検出された検出データの集まりである時系列データとして記憶させる
ことができる。なお歩数データとしては積算歩数でも、単位時間当たりの歩数であっても
よい。
【００４６】
　ロードワーク蓄積データ記憶エリア２４ｃには、ロードワーク終了後にロードワークの
結果に関するデータが格納される。ロードワークの結果は、例えば、ロードワークの実施
日、開始時刻、終了時刻、および走行距離をまとめた表１のようなテーブル、ならびに、
表２のように、５分ごとの各時点における速度、脈拍数、および運動強度をまとめたテー
ブルにして格納される。
【００４７】
【表１】

【００４８】
【表２】

【００４９】
　脈拍数は、単位時間（例えば１分）当たりの脈拍数を意図している。
【００５０】
　指示内容記憶エリア２４ｄには、ユーザへの指示に用いられるコンテンツ（ここでは、
「即、中止してください」などのユーザへの指示内容を示す文字情報）が格納されている
。このコンテンツは、例えば表３のように格納されている。表３に示すように、これらの
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コンテンツは、音声（アラート）を鳴らすか否か、およびバイブを振動させるか否かなど
の提示方法と関連付けて格納されている。また、ユーザの身体状態を評価する際に用いる
評価テーブルが格納されている。
【００５１】
【表３】

【００５２】
　指示内容は、表示部２９への表示、バイブレータ３０の振動、スピーカ３１からの音声
出力などによって、ユーザに伝えられる。
【００５３】
　プログラムメモリ２３には、個人情報設定プログラム２３ａ、検出データ取得プログラ
ム２３ｂ、ロードワーク状況分析プログラム２３ｃ、および適正ペース算出プログラム２
３ｄが格納されている。個人情報設定プログラム２３ａ、検出データ取得プログラム２３
ｂ、ロードワーク状況分析プログラム２３ｃ、および適正ペース算出プログラム２３ｄは
、後述する個人情報設定部２１ａ、検出データ取得部２１ｂ（算出手段）、ロードワーク
状況分析部２１ｃ（評価手段、決定手段）、および適正ペース算出部２１ｄ（設定手段）
として、情報処理部２１を機能させるためのプログラムである。
【００５４】
　次に情報処理部２１に含まれる構成について図１を参照して説明する。
【００５５】
　図１は、情報処理部２１の要部構成を示すブロック図である。
【００５６】
　図１に示すように、情報処理部２１は、個人情報設定部２１ａ、検出データ取得部２１
ｂ、ロードワーク状況分析部２１ｃ、および適正ペース算出部２１ｄを含んで構成されて
いる。情報処理部２１は、例えば中央処理ユニット（ＣＰＵ：Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）などの装置を用いることができる。
【００５７】
　個人情報設定部２１ａは、ユーザによって入力部２８を用いて入力された個人情報を入
出力Ｉ／Ｆ２７を介して受け付け、その個人情報を個人情報記憶エリア２４ａに格納する
ことができる。
【００５８】
　検出データ取得部２１ｂは、センサ通信Ｉ／Ｆ２６を介して、センシング装置１０から
送信された生体データ、歩数データおよび時刻情報を受信し、受信データをロードワーク
リアルタイムデータ記憶エリア２４ｂに格納することができる。また、受信したユーザの
安静時の脈拍数のデータを個人情報記憶エリア２４ａに格納することができる。また、受
信した歩数データから移動距離、移動速度および消費カロリなどの運動データを算出し、
算出した運動データをロードワークリアルタイムデータ記憶エリア２４ｂに格納すること
ができる。また、検出データ取得部２１ｂは、ロードワーク終了後に、表１および表２の
ように構成されるロードワーク結果テーブルを作成し、作成したテーブルをロードワーク
蓄積データ記憶エリア２４ｃに格納することができる。
【００５９】
　ロードワーク状況分析部２１ｃは、ロードワークリアルタイムデータ記憶エリア２４ｂ
に格納された生体データおよび運動データを分析し、ユーザの身体状態を評価することが
できる。また、その評価結果に基づいてユーザへの指示内容を決定することができる。な
お分析の際には、予め設定されたテーブルを参照することも可能である。また、ロードワ
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ーク状況分析部２１ｃは、指示内容記憶エリア２４ｄから指示内容を読み込み、入出力Ｉ
／Ｆ２７から処理出力をおこなうことができる。例えば、指示内容が表示データとバイブ
レータデータと音声データとを含むものであれば、入出力Ｉ／Ｆ２７を介して、表示部２
９に表示データを表示させ、バイブレータ３０を振動させ、そして、スピーカ３１から音
声データを音声出力させることができる。
【００６０】
　適正ペース算出部２１ｄは、適正な運動強度を実現するためのロードワークのペース配
分を算出することができる。適正な運動強度を実現するためのロードワークのペースは、
ロードワークを実施する季節および時間帯などの種々の要因によって変化する。適正ペー
ス算出部２１ｄは、ユーザがロードワークを実施する日時に基づき、ロードワーク蓄積デ
ータ記憶エリア２４ｃに格納されている、過去の同じ季節および同じ時間帯のロードワー
ク結果のデータを読み込む。このデータを用いることにより、ロードワークを実施する季
節および時間帯を考慮した適正な運動強度を実現させるロードワークのペースを算出する
ことができる。この算出された適正ペースデータは個人情報記憶エリア２４ａに格納され
る。このペースにしたがってロードワークをおこなうことにより、適正な運動強度を実現
するロードワークを容易におこなうことができる。なお、過去にロードワークの実績がな
い場合には、適正ペースは設定しなくてもよい。
【００６１】
　運動強度は酸素摂取量と比例関係にあり、運動時の酸素摂取量が最大酸素摂取量の何％
になるかで運動強度を表すことができる。最大酸素摂取量は、呼吸により体内に取り込ま
れる酸素の最大量のことである。運動中の酸素摂取量は、運動強度と共に増大するが、酸
素摂取量が最大酸素摂取量に達すると、運動強度が増大しても、それ以上の酸素を取り込
むことはできなくなる。ここで、最大酸素摂取量の相対値によって表された運動強度は、
運動時の脈拍数と高い相関関係にあるため、脈拍数を測定することにより、運動強度を求
めることができる。すなわち、適正な運動強度が実現されているか否かは、脈拍数を測定
することにより判定できる。例えば、以下のようにして脈拍数を用いて運動強度を求める
ことができる。
最大脈拍数＝２２０－ユーザの年齢
運動強度＝１００×（運動時脈拍数－安静時脈拍数）／（最大脈拍数－安静時脈拍数）
　一般に、体力強化のためには、４０％以上の運動強度が必要とされている。この場合に
、以下のようにして運動強度が４０％であるときの脈拍数を求めることができる。
運動強度４０％の脈拍数＝（最大脈拍数－安静時脈拍数）×０．４＋安静時脈拍数
　したがって、適正な運動強度を実現するためには、安静時脈拍数をあらかじめ個人情報
記憶エリア２４ａに格納しておくことが好ましい。また、加速度の小さい状態を安静状態
とみなして脈拍数センサ１１により安静時脈拍数を検出し、情報端末装置２０に送信する
ことも可能である。
【００６２】
　（センシング装置）
　図３は、センシング装置１０を示すブロック図である。図３に示すように、センシング
装置１０は、脈拍数センサ１１（生体センサ）、血圧センサ１２（生体センサ）、体温セ
ンサ１３（生体センサ）、加速度センサ１４、ＣＰＵ１５、アンテナ１６、およびメモリ
１７を備えている。
【００６３】
　脈拍数センサ１１は、ユーザの脈拍数または心拍を検出するものである。血圧センサ１
２は、ユーザの血圧を検出するものである。体温センサ１３は、ユーザの体温を検出する
ものである。加速度センサ１４は、ユーザの動きの加速度を検出するものである。脈拍数
センサ１１、血圧センサ１２、体温センサ１３、および加速度センサ１４はそれぞれ公知
のセンサを用いればよい。
【００６４】
　ＣＰＵ１５は、加速度センサ１４の検出データから、公知のアルゴリズムを用いて歩数
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データを抽出する。ＣＰＵ１５は、脈拍数センサ１１、血圧センサ１２、および体温セン
サ１３によって検出したそれぞれの検出データを監視する。そして、脈拍数、血圧、およ
び体温の少なくともいずれかが所定値を超えた場合、および所定量以上変化した場合、な
らびに所定時間となった場合のいずれかの場合に、生体データおよび歩数データをアンテ
ナ１６から情報端末装置２０に送信する。ＣＰＵ１５がリアルタイムクロックなどの時刻
管理モジュールを内蔵している場合には、時刻情報を同時に送信してもよい。
【００６５】
　メモリ１７は、情報端末装置２０に送信する上記のデータを、送信するまで一時的に記
憶するためのものである。
【００６６】
　（運動支援システムの処理）
　次に、以上のように構成された運動支援システム１００にて実行される処理について、
図５から図８を参照して以下に説明する。
【００６７】
　図５は、運動支援システム１００のロードワーク開始前における初期設定の処理の流れ
を示すフローチャートである。
【００６８】
　ユーザは、まず、ロードワークを開始する前に、センシング装置１０を所定の部位に装
着し、情報端末装置２０のアプリケーションを起動する。このアプリケーションが起動さ
れると、個人情報設定プログラム２３ａ、検出データ取得プログラム２３ｂ、ロードワー
ク状況分析プログラム２３ｃ、および適正ペース算出プログラム２３ｄが、情報処理部２
１にロードされ、個人情報設定部２１ａ、検出データ取得部２１ｂ、ロードワーク状況分
析部２１ｃ、および適正ペース算出部２１ｄにより、図５から図８に示す各処理が実行さ
れる。アプリケーションは任意の方法によって取得することができる。
【００６９】
　図５を参照しながら、センシング装置１０の装着後および情報端末装置２０のアプリケ
ーション起動後における、センシング装置１０、および情報端末装置２０のそれぞれの処
理を示すステップＳ１０１～Ｓ１０２、およびＳ１１１～Ｓ１１５について説明すれば以
下の通りである。
【００７０】
　ステップＳ１０１～Ｓ１０２：ユーザに装着された後、センシング装置１０は、脈拍数
センサ１１によってロードワーク前のユーザの安静時脈拍数を検出する（ステップＳ１０
１）。センシング装置１０は、アンテナ１６を介して、検出した安静時脈拍数のデータの
情報端末装置２０への送信を開始する（ステップＳ１０２）。情報端末装置２０は、後述
するステップＳ１１３において、安静時脈拍数のデータを受信する。センシング装置１０
は、情報端末装置２０からの送信停止に関する信号を受信すると、安静時脈拍数データの
送信を停止する。
【００７１】
　ステップＳ１１１～Ｓ１１６：ユーザは、はじめにユーザの個人情報を入力部２８から
入力する。個人情報としては、生年月日、年齢、性別、身長、体重、および所定の運動を
開始してからの期間などである。これらの情報は、最大脈拍数の算出、最適な運動強度の
算出、およびロードワーク時のユーザの状況分析をおこなうためにも用いられる。所定の
運動を開始してからの期間は、後述するステップＳ１１４においてユーザに応じた目標脈
拍数を算出するために使用するためのものである。例えば、「２日に一回以上の２０分程
度の運動」をどの程度の期間実施しているかに対応するレベル値を入力するものであって
もよい。例えば、３ヶ月未満であればレベル１、３ヶ月以上６ヶ月未満であればレベル２
、６ヶ月以上１年未満であればレベル３、１年以上２年未満であればレベル４、および２
年以上であればレベル５のような選択式とすることが可能である。
【００７２】
　情報端末装置２０の個人情報設定部２１ａは、ユーザによる入力部２８からのユーザの
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個人情報の入力を受け付け、個人情報記憶エリア２４ａに格納する（ステップＳ１１１）
。適正ペース算出部２１ｄは、個人情報記憶エリア２４ａから入力された個人情報を読み
込み、その情報を基にユーザの最大脈拍数を算出する（ステップＳ１１２）。最大脈拍数
の算出は、
最大脈拍数＝２２０－ユーザの年齢
で求められることが一般に知られており、本実施形態においては、この算出式により最大
脈拍数を求めているが、他の算出式により求めてもよい。情報端末装置２０は、ステップ
Ｓ１０２においてセンシング装置１０から送信されている安静時脈拍数を受信する（ステ
ップＳ１１３）。受信した安静時脈拍数のデータは適正ペース算出部２１ｄに送られる。
適正ペース算出部２１ｄは、安静時脈拍数、および個人情報記憶エリア２４ａから読み出
した個人情報を用いて、ユーザに最適な運動強度を実現するための目標脈拍数を算出する
（ステップＳ１１４）。目標脈拍数の算出は、
目標脈拍数＝（最大脈拍数－安静時脈拍数）×係数＋安静時脈拍数
によって求められることが一般に知られており、本実施形態においては、この算出式によ
り目標脈拍数を求めているが、他の算出式により求めてもよい。なお、係数は上述したレ
ベルによって異なる。本実施形態においては、レベル１、２、３、４、および５における
係数を、それぞれ、０．４、０．５、０．６、０．７、および０．８としている。
【００７３】
　情報端末装置２０は、Ｓ１０２において送信されているデータを受信すると、安静時脈
拍数データの送信を停止させる信号を、センシング装置１０に送信する。ステップＳ１１
１において受け付けた個人情報、およびステップＳ１１４において算出した目標脈拍数を
個人情報記憶エリア２４ａに格納する（ステップＳ１１５）。
【００７４】
　以上で運動支援システム１００の初期設定は完了する。初期設定は、運動支援システム
１００の初回使用時のみ実施することを基本としているが、安静時脈拍数の検出は毎回実
施してもよい。
【００７５】
　図６は、運動支援システム１００のロードワーク時における処理の流れを示すフローチ
ャートである。図６を参照しながら、ステップＳ２０１～Ｓ２１３、およびステップＳ２
２１～Ｓ２３１について説明すれば以下の通りである。
【００７６】
　ステップＳ２２１～Ｓ２３１：ユーザは、情報端末装置２０に対してロードワーク開始
の操作をおこなう。情報端末装置２０は、ユーザからのロードワーク開始操作を受け付け
、センシング装置１０にロードワーク開始信号を送信する（ステップＳ２２１）。適正ペ
ース算出部２１ｄは、個人情報記憶エリア２４ａから目標脈拍数を読み込み（ステップＳ
２２２）、後述する算出方法によりロードワークの適正ペースを算出し、個人情報記憶エ
リア２４ａに格納する（ステップＳ２２３）。その後、情報端末装置２０は、センシング
装置１０からの生体データおよび歩数データの受信待ち状態となる（ステップＳ２２４）
。
【００７７】
　情報端末装置２０が、後述するステップＳ２１０におけるセンシング装置１０からの送
信データを受信すると（ステップＳ２２５）、検出データ取得部２１ｂは、受信した歩数
データから運動データを算出し（ステップＳ２２６）、算出した運動データをロードワー
クリアルタイムデータ記憶エリア２４ｂに格納する（ステップＳ２２７）。算出する運動
データとしては、移動距離、移動速度、および消費カロリなどが挙げられる。なお、歩数
データをそのまま運動データとして用いてもよい。また、センシング装置１０において、
歩数データから移動距離などの運動データを算出し、算出した運動データを情報端末装置
２０に送信するものであってもよい。この場合には、ステップＳ２２６を省略することが
できる。次いで、ロードワーク状況分析部２１ｃは、ロードワークリアルタイムデータ記
憶エリア２４ｂから、生体データの時系列データおよび運動データの時系列データを取得
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し、後述する分析方法により生体データおよび運動データを用いて、ユーザの身体状態を
評価し、評価結果に基づいてユーザへの指示を決定し、適切な指示をユーザに提示する（
ステップＳ２２８）。
【００７８】
　ステップＳ２２８における分析結果がロードワーク継続であれば、情報端末装置２０は
、ステップＳ２２４におけるセンシング装置から１０のデータ受信待ちの状態に遷移する
（ステップＳ２２９）。したがって、ステップＳ２２４～ステップＳ２２８までの各処理
は、ロードワークが終了するまで繰り返される。それにより、ロードワークリアルタイム
データ記憶エリア２４ｂには、各時点における生体データと運動データとが蓄積される。
ロードワーク状況分析部２１ｃは、このようにして蓄積されたデータにより構成された時
系列データを参照することにより、ユーザの身体状態を適切に評価し、その結果に基づき
ユーザに対して適切な指示を提示することが可能となる。
【００７９】
　一方、ステップＳ２２８における分析結果がロードワーク終了であれば、情報端末装置
２０は、ロードワーク終了の指示である信号を、センシング装置１０に送信する（ステッ
プＳ２３０）。そして、検出データ取得部２１ｂは、表１および表２のようなロードワー
ク結果テーブルを作成し、ロードワーク蓄積データ記憶エリア２４ｃにこの結果を格納し
（ステップＳ２３１）、終了となる。
【００８０】
　ステップＳ２０１～ステップＳ２１３：一方、センシング装置１０は、情報端末装置２
０からのロードワーク開始信号を受信すると（ステップＳ２０１）、ユーザの加速度の検
出を開始する（ステップＳ２０２）。センシング装置１０は、加速度検出の開始から所定
の時間（例えば１分）経過したら（ステップＳ２０３）、公知のアルゴリズムを用いて歩
数を抽出し（ステップＳ２０４）、歩数データをメモリ１５に格納する（ステップＳ２０
５）。また、センシング装置１０は、脈拍数、血圧、および体温の生体データを検出し（
ステップＳ２０６）、検出した生体データをメモリ１７に格納する（ステップＳ２０７）
。
【００８１】
　センシング装置１０は、検出した生体データを１分前の生体データと比較して、所定値
以上変化（例えば、脈拍数が３回以上増加）しているかの判定をおこなう（ステップＳ２
０８）。生体データが所定値以上変化している場合には、センシング装置１０は、即座に
、時刻、生体データ、および歩数データを情報端末装置２０に送信する（ステップＳ２１
０）。一方、変化量が所定値より少ない場合には、センシング装置１０は、所定の時間（
例えば３分）経過ごとに、時刻、生体データ、および歩数データを情報端末装置２０に送
信する（ステップＳ２１０）。なお、この場合には、全てのデータを送信するもの、また
は未送信のデータのみを送信するものいずれであってもよい。データ送信が未完了である
場合には、ステップＳ２１０に遷移してデータの再送信をおこなう。
【００８２】
　センシング装置１０が、情報端末装置２０からのロードワーク終了の指示信号を受信し
ていない場合には、ステップＳ２０２に遷移し、加速度の検出を継続する（ステップＳ２
１２）。情報端末装置２０からのロードワーク終了の指示信号を受信した場合には、加速
度の検出を停止し（ステップＳ２１３）、終了となる。
【００８３】
　次に、適正ペースの算出方法について説明する。
【００８４】
　図７は、情報端末装置２０の情報処理部２１における適正ペースの算出処理の流れを示
すフローチャートである。
【００８５】
　図７を参照しながら、適正ペースの算出の処理を示すステップＳ３０１～Ｓ３０８につ
いて説明すれば以下の通りである。
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【００８６】
　適正ペース算出部２１ｄは、ロードワーク蓄積データ記憶エリア２４ｃにロードワーク
結果テーブルが格納されているか否かを判定する（ステップＳ３０１）。ロードワーク結
果テーブルが格納されていない場合には、適正ペースを設定しない（ステップＳ３０２）
。
【００８７】
　ロードワーク結果テーブルが格納されている場合には、適正ペース算出部２１ｄは、ロ
ードワークを実施する日時と同じ季節のロードワーク結果テーブルの有無を判定する（ス
テップＳ３０３）。本実施形態においては、３月～５月を春、６月～８月を夏、９月～１
１月を秋、および１２月～２月を冬として、同じ季節か否かを判定している。同じ季節の
ロードワーク結果テーブルがない場合には、次のようにして適正ペースを算出する。適正
ペース算出部２１ｄは、ロードワーク蓄積データ記憶エリア２４ｃに格納されている全て
のロードワーク結果を用いて、目標脈拍数の上下５％の範囲内にある脈拍数であったとき
の速度の平均値を算出し、適正ペース１とする（ステップＳ３０４）。同じ季節のロード
ワーク結果テーブルがある場合には、次のようにして適正ペースを算出する。適正ペース
算出部２１ｄは、ロードワークを実施する日時と同じ季節かつ同じ時間帯のロードワーク
結果テーブルの有無を判定する（ステップＳ３０５）。同じ時間帯のロードワーク結果テ
ーブルがない場合には、適正ペース算出部２１ｄは、同じ季節のロードワーク結果を用い
て、適正ペース１の算出と同様の手法により、適正ペース２を算出する（ステップＳ３０
６）。同じ季節かつ同じ時間帯のロードワーク結果テーブルがある場合には、適正ペース
算出部２１ｄは、その中のロードワーク結果を用いて、適正ペース１の算出と同様の手法
により、適正ペース３を算出する（ステップＳ３０７）。
【００８８】
　適正ペース算出部２１ｄは、以上により算出したユーザの適正ペースを、個人情報記憶
エリア２４ａに格納する。上述した算出方法は、目標脈拍数を維持するためのロードワー
クのペースはロードワークを実施する季節および時間帯によって異なることを踏まえたも
のである。なお、情報端末装置２０は、通信Ｉ／Ｆ２５を介して、インターネットサーバ
等から気温および湿度などの気象データを受信することが可能である。そのため、適正ペ
ース算出部２１ｄは、これらのデータも参照して適正ペースの設定をおこなうことも可能
である。
【００８９】
　次に、生体データおよび運動データを用いて、ユーザの身体状態を評価し、評価結果に
基づいてユーザに適切な指示を提示する方法について説明する。なお、生体データとして
脈拍数を用い、運動データとしてロードワーク（ジョギング）における速度を用いて説明
する。
【００９０】
　図８は、情報処理部２１における、ユーザの身体状態を評価し、その結果に基づいてユ
ーザへの指示内容を決定する処理の流れを示すフローチャートである。
【００９１】
　図８を参照しながら、ユーザの身体状態を評価し、その結果に基づいてユーザへの指示
内容を決定する処理を示すステップＳ４０１～Ｓ４１８について説明すれば以下の通りで
ある。
【００９２】
　ステップＳ４０１～ステップＳ４１８：ロードワーク状況分析部２１ｃは、ロードワー
クリアルタイムデータ記憶エリア２４ｂに格納されている生体データおよび運動データを
抽出し、現在の脈拍数が危険数値に達しているか否かの判定をおこなう（ステップＳ４０
１）。例えば、脈拍数が最大脈拍数に達している場合には、危険数値に達しているとみな
す。また、血圧および体温に関しても、ユーザによってあらかじめ設定された数値を危険
数値とし、判定することができる。それにより心筋梗塞および狭心症などの事故を未然に
防ぐことが可能となる。生体データが危険数値に達している場合に、ロードワーク状況分
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析部２１ｃは、指示内容記憶エリア２４ｄから“中止”の指示内容を取得する（ステップ
Ｓ４０２）。
【００９３】
　脈拍数が危険数値に達していない場合には、ロードワーク状況分析部２１ｃは、表４の
評価テーブルを参照してロードワーク時の脈拍数の推移を評価し、身体状態を評価する（
ステップＳ４０３）。本実施形態においては、後述するように、評価を「正常（○）」、
「注意（△）」、および「異常（×）」の３段階の評価によりおこなっている。
【００９４】
【表４】

【００９５】
　ステップＳ４０３における脈拍数の推移の評価において、ロードワーク状況分析部２１
ｃは、現在の脈拍データおよびロードワークの速度データ、ならびにその直前に受信した
脈拍データおよびロードワークの速度データを、ロードワークリアルタイムデータ記憶エ
リア２４ｂに格納されている脈拍データの時系列データおよび速度データの時系列データ
から抽出する。ロードワーク状況分析部２１ｃは、抽出したデータを用いて、各データの
増減を計算する。すなわち、現在の脈拍データと直前の脈拍データとを比較することによ
って、脈拍数の推移（増加、減少、または一定の別）を決定し、また、現在の速度データ
と直前の速度データとを比較することによって、速度の推移（増加、減少、または一定の
別）を特定する。ロードワーク状況分析部２１ｃは、指示内容記憶エリア２４ｄから評価
テーブルを読み込み、脈拍数および速度の推移に対応した評価を決定する（ステップＳ４
０３）。なお、脈拍数変化の評価に利用される評価テーブルは、脈拍数の推移、および、
速度の推移の各組み合わせに対し、評価値を関連付けたテーブルである。表４に例示した
評価テーブルは、脈拍数変化を「正常」、「注意」、「異常」の３段階で評価するための
ものである。
【００９６】
　表４を参照すれば、ロードワークの速度が一定であるにも関わらず脈拍数が増加してい
る場合には、ロードワーク状況分析部２１ｃは、脈拍数の推移を「注意」と評価する（表
４における「△」）。ロードワークの速度が減少しているにも関わらず脈拍数が増加して
いる場合には、ロードワーク状況分析部２１ｃは、脈拍数の推移を「異常」と評価する（
表４における「×」）。ロードワークの速度の変化に関わらず脈拍数が一定もしくは減少
している場合または速度および脈拍数のいずれも増加している場合には。ロードワーク状
況分析部２１ｃは、脈拍数の推移を「正常」と評価する（表４における「○」）。
【００９７】
　各データの増加、減少および一定の判断は、例えば、現在のデータを直前に検出したデ
ータと比較して、その差が直前に検出したデータの５％以内の範囲内であれば一定とし、
それを超える場合には、増加または減少とするものであってもよい。また、５％～２０％
の範囲内の増加を「増加１」、２０％以上の増加を「増加２」とし、同様に５％～２０％
の範囲内の減少を「減少１」、２０％以上の減少を「減少２」として、増加、減少をさら
に細分化して評価するものであってもよい。
【００９８】
　上記のように、ロードワーク状況分析部２１ｃは、速度の変化と脈拍数の変化とを対応
付けて評価しているため、運動の負荷が減少しているにもかかわらず脈拍数が上昇してい
るといった身体の異常な事態を検出することが可能となる。
【００９９】
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　なお、ステップ４０３においては、表４に示すような脈拍数の推移と速度の推移とに基
づく評価テーブルの他に、表５に示すような血圧の推移と速度の推移とに基づく評価テー
ブル、または表６に示すような体温の推移と速度の推移とに基づく評価テーブルを利用し
て、生体データの変化を評価するようにしてもよい。
【０１００】
【表５】

【０１０１】
【表６】

【０１０２】
　次いで、ロードワーク状況分析部２１ｃは、この評価結果に基づいてユーザに指示する
内容を決定する。
【０１０３】
　まず、ロードワーク状況分析部２１ｃは、ステップＳ４０３の評価結果を参照し、脈拍
数の推移が正常の範囲内であるか否かを判定する（ステップＳ４０４）。ステップＳ４０
３の評価結果が「△」または「×」である場合には、脈拍数の推移を正常の範囲外と判定
する。ステップＳ４０４の評価結果が「○」である場合には、脈拍数の推移を正常の範囲
内と判定する。
【０１０４】
　ロードワーク状況分析部２１ｃは、ステップＳ４０４において脈拍数の推移を正常の範
囲外と判定した場合、速度データの時系列データを用いて速度の推移を計算する（ステッ
プＳ４０５）。計算の結果、速度が減少している場合には、ロードワーク状況分析部２１
ｃは、指示内容記憶エリア２４ｄから“中止”の指示内容を取得する（ステップＳ４０６
）。速度が減少していない場合には、ロードワーク状況分析部２１ｃは、指示内容記憶エ
リア２４ｄから“ペースダウン”の指示内容を取得する（ステップＳ４０７）。
【０１０５】
　ロードワーク状況分析部２１ｃは、ステップＳ４０４において脈拍数の推移を正常の範
囲内と判定した場合には、個人情報記憶エリア２４ａから目標脈拍数を読み込み、現在の
脈拍数が目標脈拍数を超えているか、下回っているか、または目標脈拍数であるかを判定
する（ステップＳ４０８、Ｓ４１０）。なお、本実施形態においては、目標脈拍数を超え
ているか、下回っているか、または同じかの判定については、目標脈拍数の５％以内の範
囲内である場合に、「同じ」と判定し、目標脈拍数＋５％を超えている場合に、「超えて
いる」と判定し、目標脈拍数－５％を下回っている場合に、「下回っている」と判定して
いるが、これに限定されるものではない。
【０１０６】
　まず、現在の脈拍数が、目標脈拍数を越えているか否かを判定し（ステップＳ４０８）
、超えていた場合には、ロードワーク状況分析部２１ｃは、指示内容記憶エリア２４ｄか
ら“ペースダウン”の指示内容を取得する（ステップＳ４０９）。一方、ステップＳ４０
８において目標脈拍数を越えていないと判定した場合には、目標脈拍数を下回っているか
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を判定する（ステップＳ４１０）。
【０１０７】
　目標脈拍数を下回っている場合には、ロードワーク状況分析部２１ｃは、個人情報記憶
エリア２４ａに適正ペースが格納されているか否かを判定する（ステップＳ４１１）。適
正ペースが格納されていない場合には、ロードワーク状況分析部２１ｃは、指示内容記憶
エリア２４ｄから“ペースアップ”の指示内容を取得する（ステップＳ４１６）。適正ペ
ースが個人情報記憶エリア２４ａに格納されている場合には、ロードワーク状況分析部２
１ｃは、適正ペースを読み込み、さらにロードワークリアルタイムデータ記憶エリアから
２４ｂから現在の速度を読み込み、両者を比較して現在の速度が適正ペースであるか否か
を判定する（ステップＳ４１２）。現在の速度が適正ペースに達していない場合には、ロ
ードワーク状況分析部２１ｃは、指示内容記憶エリア２４ｄから“ペースアップ”の指示
内容を取得する（ステップＳ４１３）。現在の速度が適正ペースであるかそれよりも速い
場合には、ロードワーク状況分析部２１ｃは、指示内容記憶エリア２４ｄから“維持”の
指示内容を取得する（ステップＳ４１４）。なお、現在の速度が適正ペースの７０％に達
していない場合に、「適正ペースに達していない」と判定するものであってもよい。
【０１０８】
　ロードワーク状況分析部２１ｃは、ステップＳ４１０において、現在の脈拍数が目標脈
拍数と同じであると判定した場合には、指示内容記憶エリア２４ｄから“維持”の指示内
容を取得する（ステップＳ４１５）。
【０１０９】
　ロードワーク状況分析部２１ｃは、ステップＳ４０２、ステップＳ４０６、ステップＳ
４０７、ステップＳ４０９、ステップＳ４１３、ステップＳ４１４、ステップＳ４１５、
またはステップＳ４１６の処理をおこなった後、これらのステップにおいて取得した指示
内容をロードワークリアルタイムデータ記憶エリア２４ｂに格納する。ロードワーク状況
分析部２１ｃは、ロードワークリアルタイムデータ記憶エリア２４ｂから、ステップＳ４
１７において格納した指示内容を読み込み、読み込んだ指示内容を入出力Ｉ／Ｆ２７を介
して出力する（ステップＳ４１８）。ユーザへのフィードバックは、ユーザの注意を促す
ために、情報端末装置２０が備えている機能を利用してもよい。例えば、表３のような画
面表示、音声、およびバイブレータを組み合わせてもよい。
【０１１０】
　なお、ステップＳ４０３において、ロードワーク状況分析部２１ｃが、脈拍数の変化を
「○」と評価した場合にステップ４１５に遷移し、「△」と評価した場合にステップＳ４
０７に遷移し、または「×」と評価した場合にステップＳ４０６に遷移するものであって
もよい。この場合においても、急激な脈拍数の変化に対応した適切な指示をユーザに送る
ことが可能となる。
【０１１１】
　以上のように運動支援システム１００を採用すれば、ユーザは加速度の低い状態を安静
状態とみなしてセンシング装置１０によって安静な状態の脈拍数を検出し、情報端末装置
２０に送信する。情報端末装置２０は、あらかじめ登録されている個人情報（生年月日、
性別、身長、体重、運動期間など）から、ユーザの最大脈拍数を算出する。運動（例えば
ウォーキング）中は、センシング装置１０によって検出された生体データおよび加速度デ
ータから算出された歩数データを情報端末装置２０に定期的に送信し、情報端末装置２０
において、歩数データから移動速度などの運動データを算出し、単位時間ごとの運動デー
タの変化および生体データの変化を用いてマトリックス分析をおこなう。それにより、ユ
ーザの運動状況を踏まえた生体データの変化状況を評価することができる。例えば、ロー
ドワークの速度が一定または減少しているのにも関わらず、脈拍数が増加し続けている場
合には、警告の指示をフィードバックすることが可能になる。
【０１１２】
　また、情報端末装置２０は、毎回の運動結果を記憶することができる。運動を実施する
季節および時刻の影響によって、所定の脈拍数を実現する運動の速度は変わってくる。し
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かし、情報端末装置２０を用いることにより、毎回のロードワーク開始時に、適切な効果
をあげるためのロードワークの適正ペースを算出し設定することが可能となる。
【０１１３】
　したがって、運動支援システム１００によれば、ジョギングおよびウォーキングなどの
運動中の体調変化に応じて、運動を中止すべきか継続すべきかを判断する際の支援が得ら
れる。また、運動を継続する場合は、ユーザの運動能力に応じて無理のない運動強度とな
るペース設定が得られるだけでなく、運動効率を上げるためにペースを上げるべきか、下
げるべきか、または維持するべきかを判断する際の支援も得られる。
【０１１４】
　なお、情報処理部２１は、検出された値を体調の評価に用いる前にその検出値がエラー
などの異常値であるか否かを判定する異常値判定手段を備えているものであってもよい。
この場合には、正しくない値を、評価に用いるデータの中から排除することにより、身体
状態の評価の精度を高めることができる。
【０１１５】
　以下、検出した値が異常値か否かを判定する方法について説明する。
【０１１６】
　検出データ取得部２１ｂは、時系列に基づいて、ロードワークリアルタイムデータ記憶
エリア２４ｂに、生体データｘ（ｎ）を格納する。検出データ取得部２１ｂは、直前の過
去所定回数分の生体データをロードワークリアルタイムデータ記憶エリア２４ｂから読み
込み、読み込んだデータからその平均μ（ｌ）、および標準偏差σ（ｌ）を算出する。現
在の生体データｘ（ｎ）、平均μ（ｌ）、および標準偏差σ（ｌ）を用いて比較をおこな
い、現在の生体データｘ（ｎ）が、
（μ（ｌ）－σ（ｌ））＜生体データｘ（ｎ）＜（μ（ｌ）＋σ（ｌ））
の範囲内になければ「異常の可能性がある値」として蓄積する。次いで、生体データｘ（
ｎ）の次に検出された生体データｘ（ｎ＋１）、平均μ（ｌ）、および標準偏差σ（ｌ）
を用いて比較をおこない、生体データｘ（ｎ＋１）が、
（μ（ｌ）－σ（ｌ））＜生体データｘ（ｎ＋１）＜（μ（ｌ）＋σ（ｌ））
の範囲内になければ、すなわち、２回連続で直前過去所定回数の生体データから乖離して
いれば、ｘ（ｎ）を異常値とみなして、身体状態の評価に用いるデータの中から排除する
。ロードワーク状況分析部２１ｃは、異常値が排除された時系列データを用いることによ
り、評価の精度を高めることができる。
【０１１７】
　〔実施形態２〕
　本発明に係る運動支援装置を、サーバクライアント連携に応用した実施の形態を以下に
説明する。
【０１１８】
　情報端末装置２０は、位置検出部、速度検出部、および生体データ検出部を備えており
、ユーザの位置データ、速度データ、および生体データの時系列データを取得することに
よって、ユーザの状態を捕捉する。情報端末装置２０は、通信Ｉ／Ｆ２５を介して、位置
データ、速度データ、および生体データをサーバ基地局にロードワーク情報として送信す
る。その後、このロードワーク情報に基づいてサーバにおいて選定されたサービス情報を
、情報端末装置２０は受信する。ロードワーク情報を送信する際に、ユーザの情報端末装
置２０の操作情報をサーバ基地局に送信してもよい。
【０１１９】
　位置検出部は、ＧＰＳなどの地上での地理的な位置を検出する装置によって構成するこ
とができる。速度検出部は、加速度センサなどの移動速度を検出する装置によって構成す
ることができる。情報端末装置２０は、検出された各種情報を、リアルタイムにサーバ基
地局に送信してもよい。サーバ基地局は、情報端末装置２０からのロードワーク情報に基
づいて、データベース上のサービス情報を検索し、検索結果として取得したサービス情報
を、情報端末装置２０に送信する。
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【０１２０】
　このサービス情報は、リアルタイムに取得されるユーザの位置情報およびロードワーク
におけるコース情報などに基づき、天気予報および交通情報を提示する。それにより、ユ
ーザのロードワークにおける利便性が向上した情報を提供することができる。情報端末装
置２０は、サーバ基地局からのこれらの情報を受信し、表示部２９においてこれらの情報
を表示する。
【０１２１】
　（付記事項）
　本発明は上述した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示した範囲で種々の
変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて
得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【０１２２】
　例えば、情報端末装置２０の各ブロックは、ハードウェアロジックによって構成しても
よいし、次のようにＣＰＵを用いてソフトウェアによって実現してもよい。
【０１２３】
　すなわち、情報端末装置２０は、各機能を実現する制御プログラムの命令を実行するＣ
ＰＵ（central processing unit）、上記プログラムを格納したＲＯＭ（read only memor
y）、上記プログラムを展開するＲＡＭ（random access memory）、上記プログラムおよ
び各種データを格納するメモリ等の記憶装置（記録媒体）などを備えている。そして、本
発明の目的は、上述した機能を実現するソフトウェアである情報端末装置２０の制御プロ
グラムのプログラムコード（実行形式プログラム、中間コードプログラム、ソースプログ
ラム）をコンピュータで読み取り可能に記録した記録媒体を、前記情報端末装置２０に供
給し、そのコンピュータ（またはＣＰＵやＭＰＵ）が記録媒体に記録されているプログラ
ムコードを読み出し実行することによっても、達成可能である。
【０１２４】
　上記記録媒体としては、例えば、磁気テープやカセットテープ等のテープ系、フロッピ
ー（登録商標）ディスク／ハードディスク等の磁気ディスクやＣＤ－ＲＯＭ／ＭＯ／ＭＤ
／ＤＶＤ／ＣＤ－Ｒ等の光ディスクを含むディスク系、ＩＣカード（メモリカードを含む
）／光カード等のカード系、あるいはマスクＲＯＭ／ＥＰＲＯＭ／ＥＥＰＲＯＭ／フラッ
シュＲＯＭ等の半導体メモリ系などを用いることができる。
【０１２５】
　また、情報端末装置２０を通信ネットワークと接続可能に構成し、上記プログラムコー
ドを通信ネットワークを介して供給してもよい。この通信ネットワークとしては、特に限
定されず、例えば、インターネット、イントラネット、エキストラネット、ＬＡＮ、ＩＳ
ＤＮ、ＶＡＮ、ＣＡＴＶ通信網、仮想専用網（virtual private network）、電話回線網
、移動体通信網、衛星通信網等が利用可能である。また、通信ネットワークを構成する伝
送媒体としては、特に限定されず、例えば、ＩＥＥＥ１３９４、ＵＳＢ、電力線搬送、ケ
ーブルＴＶ回線、電話線、ＡＤＳＬ回線等の有線でも、ＩｒＤＡやリモコンのような赤外
線、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）、８０２．１１無線、ＨＤＲ、携帯電話網、衛星回
線、地上波デジタル網等の無線でも利用可能である。なお、本発明は、上記プログラムコ
ードが電子的な伝送で具現化された、搬送波に埋め込まれたコンピュータデータ信号の形
態でも実現され得る。
【０１２６】
　なお、本発明の運動支援システムは、以下の点を特徴点としていると換言することも可
能である。すなわち、加速度を検出する加速度検出ステップと加速度から運動データを算
出するステップと、生体データを検出する生体データ検出ステップと、運動データの時系
列変化を算出するステップと生体データの時系列変化を算出するステップと、運動データ
の時系列変化と生体データの時系列変化をマトリックス分析することによって身体の異常
の有無を監視することを特徴としていると換言することができる。また、加速度を検出す
る加速度検出ステップと加速度から運動データを算出するステップと、生体データを検出
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する生体データ検出ステップと、個人情報と運動データと生体データに基づいて運動の負
荷状況を算出することを特徴としているとも換言することができる。
【産業上の利用可能性】
【０１２７】
　本発明は、ロードワーク中のユーザに適切な指示を送る支援システムに広く利用可能で
ある。
【図面の簡単な説明】
【０１２８】
【図１】本発明の一実施形態における情報処理部の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態におけるセンシング装置および情報端末装置を示す図である
。
【図３】本発明の一実施形態におけるセンシング装置の構成を示すブロック図である。
【図４】本発明の一実施形態における情報端末装置の構成を示すブロック図である。
【図５】本発明の一実施形態のロードワーク前における運動支援システムの初期設定の処
理の流れを示すフローチャートである。
【図６】本発明の一実施形態のロードワーク時における運動支援システムの処理の流れを
示すフローチャートである。
【図７】本発明の一実施形態の情報処理部におけるロードワークの適正ペースを算出する
処理の流れを示すフローチャートである。
【図８】本発明の一実施形態の情報処理部におけるロードワーク時の身体状態の評価、お
よびその評価結果に基づくユーザへの指示内容を決定する処理の流れを示すフローチャー
トである。
【符号の説明】
【０１２９】
１０　　　センシング装置
１１　　　脈拍数センサ（生体センサ）
１２　　　血圧センサ（生体センサ）
１３　　　体温センサ（生体センサ）
１４　　　加速度センサ
１５　　　ＣＰＵ（送信手段）
１６　　　アンテナ（送信手段）
２０　　　情報端末装置（運動支援装置）
２１　　　情報処理部
２１ａ　　個人情報設定部
２１ｂ　　検出データ取得部（算出手段）
２１ｃ　　ロードワーク状況分析部（評価手段、決定手段）
２１ｄ　　適正ペース算出部（設定手段）
２２　　　バス
２４ａ　　個人情報記憶エリア
２４ｂ　　ロードワークリアルタイムデータ記憶エリア
２４ｃ　　ロードワーク蓄積データ記憶エリア
２４ｄ　　指示内容記憶エリア
２６　　　センサ通信Ｉ／Ｆ（受信手段）
２９　　　表示部（提示手段）
３０　　　バイブレータ（提示手段）
３１　　　スピーカ（提示手段）
１００　　運動支援システム
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